最新国際交流情報誌（恵庭市編/２００９年３月１日発行）
1． ＮＺティマル市成立１５０年記念祝賀行事
ティマル市において１５０年記念祝賀行事が開催されるため、本市から、笹松市議会議長、津川国際交流担当主幹、佐々木商工会議所専務理事の３名が出席。
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ティマル市到着の日（１月１５日）、アネア市長を表敬訪問したが、昨年６月に来恵していたので、３人ともすっかり顔馴染み。従って、固苦しい挨拶は抜きで旧交を温めあった（これぞ「姉妹都市」と感じた）。

１月１７日（記念祝賀行事当日）
祝賀行事は、スタラスアラン船上陸の再現、記念ライブコンサート、パレード（クラシックカー乗車）、記念レセプション（軍艦艦上にて開催）、野外ライブコンサート観賞、記念花火大会が実施された。
　　印象深かったのは、アネア市長は勿論のこと、市関係者や名士達が当時のコスチュームで行事に参加していたこと。それが、とにかく似合う。生身のスカーレット・オハラを想像してしまった。
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←昨年６月のティマル市の訪問団来恵に伴　

い、行政間交流の一環として合意・実施し　　

た両市図書館による絵本等の交換。

　＊写真は昨年１１月にティマル市へ寄　

贈した大型絵本と恵庭市紹介パンフ　　

等

ティマル市からは、今回の訪問に合わ　

せて絵本２冊等をいただいた。

　　
←ティマル市成立１５０年を祝福して贈呈　

した真鍮製の記念皿

　　＊この記念行事のために招聘された軍　

艦上でカクテルパーティが開催され

た後、改めてアネア市長に晩餐会に招

かれ、市議会議長から皿をプレゼント

した。
歓迎バーベキューパーティ
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ティマル市到着の日（１月１５日）、個人の庭でパーティが開催された。まるで私達がティマル市民であるような普段着の付き合い。ゲストであることさえ忘れられている時間と空間は、大変素敵な体験だった。

→日本ではどうしても儀礼的にある程度　

距離をとるが、ＮＺではその距離は完全　

に取り払われ、フレンドリーな付き合い　　　

を求められる。
　＊この季節は夜の１０時頃まで明るいので、パーティは延々と続く（写真は８時半頃）。　
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←オピヒビンヤードでの歓迎昼食会
　凡そ２５名ほどの関係者が集まって

くれた。この後、クラシックカーに乗り
　ガーデンツアーに参加。
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↑ティマル市博物館
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　　↑美術館

「えにわショップ」の入っている

　　　インフォメーションセンター　→
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←ティマル市役所
　　＊職員のデスクは、ブースで仕切られて

いる。誰もが勝手に入ることはできな

い（認証カードが必要）。
　　　職員は皆笑顔で大変フレンドリーに

応対してくれた。
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英国からの移民が多いＮＺでは、

公式行事でのバグパイプの演奏

も行われる。→
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　↑
　ＮＺは、何と言っても大自然が魅力だ。

　このワイマカリリ川の水の色は、はエメ
ラルドグリーンで、大変美しい。

　一説には、氷河の成分が溶け込んでいる、
　とのこと。
　↑ティマル市の街並み
　　＊色彩と歴史的な重厚感のある建物は
　　　異国情緒たっぷり！
2． 中国貴陽市からの農業研修生３名が帰国

昨年３月に来日し、市内の受入農家で研修を受けていた研修生３名が、研修を終え、１１月２９日に帰国した。３名は、熱心に研修活動に励むとともに、市の行事等を通じて日本の文化や慣習を学んだ。帰国後は、恵庭での経験を生かし、貴陽市と本市の交流の架け橋としての役目が期待されている。
３．市長表敬訪問等
　・ＮＺティマル市オピヒ高校生徒１０名（訪問挨拶：エリック先生引率）　
　１０月７日（２０日まで滞在）
　・恵庭ロータリークラブ交換留学生（帰国挨拶）　　　１２月２９日
　　昨年１月に来日し、市外の高校で学習していたテッサ・カーマンさん（オーストラリア出身）が１年間の留学を終えて帰国した。
　・中国貴陽市農業研修生（帰国挨拶）　　　　　　　　１１月２６日（帰国は２９日）
　・カメルーン共和国大使（訪問挨拶）　　　　　　　　　２月　３日
　　カメルーン共和国のンジェンゲ大使が来恵した。昨夏、同大使館より交流出来ないかとの打診があり、本市市長の大使表敬訪問を経て、今回の来恵となった。大使は、ブックスタート、すみれ保育園を視察すると共に、文教大学との留学生交換プログラムについて意見交換するなど今後の交流に向けて精力的に視察し、帰京した。
　・おめでとう！　中国語スピーチコンテスト３位　　　　１月２０日
　　北海道文教大学学生の留目康子さんが、日頃の学習成果を発揮し、全日本中国語スピーチコンテスト全国大会に北海道代表として出場、見事３位入賞を果たした。
４．今後の予定

　　・交換留学生３名をティマル市へ派遣

　　　毎年実施している恵庭ＮＺ協会・恵庭ライオンズクラブ・恵庭市青少年育成市民の　　　

　　　会の３団体で、３月１４日～４月３日まで派遣（引率：恵庭北高校・吉田教諭）。

・太平洋諸島フォーラム首脳会議
　５月２２日～２３日にかけて占冠村トマムで開催される標記会議に、本市の国際姉妹都市の国・ニュージーランドから政府首脳が出席する。市では、この機会に本市を訪問していただけるよう招聘活動をすすめている。
・交換留学生及びティマル市博物館ハウ館長の来恵
　　　毎年実施されているティマル市との交換留学生３名が、例年どおり６月下旬に来恵する。今回の引率はハウ博物館長。館長は受入学校訪問や市内外を視察（６月２６日～７月３日の滞在予定）。
５．その他調整中の事業

　　・ＮＺティマル市ローズフェスティバル（１１月末開催）への派遣（運営支援研修）
　　・北米大学院生インターンシップ受入事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：国際交流担当主幹・津川）
